
令和３年度 第１回 農林水産消費安全技術センター契約監視委員会 審議概要

開 催 日 令和３年５月１９日（水)

場 所 さいたま新都心合同庁舎検査棟７階 研修室

出 席 者 委員長：寺山 昌文 （寺山公認会計士事務所所長）

委 員：大塚 嘉一 （菊地総合法律事務所所長）

委 員：中野 隆史 （独立行政法人農林水産消費安全技術センター監事）

議 題 （１） 契約状況の点検・見直しについて

ア 競争性のない随意契約の契約状況

イ 一者応札・一者応募の契約状況

（２） 調達等合理化計画について

ア 令和２年度の調達等合理化計画実施状況の自己評価（案）

イ 令和３年度の調達等合理化計画（案）

（３） 令和２年度の公益法人に対する支出に係る点検・見直しについて

ア 契約による支出状況

イ 契約以外の支出状況

（４）その他

対 象 期 間 令和３年１月１日～３月３１日（令和２年度第４四半期）

審 議 概 要 （１）～（３）については、別紙のとおり。

（４）については、特になし。



- 1 -

（別紙）

令和３年度第１回契約監視委員会 委員からの意見、質問、それに対する回答

委員からの質問・意見 回 答

議題（１）契約状況の点検・見直しについて

ア 競争性のない随意契約の契約状況

イ 一者応札・一者応募の契約状況

１ 蛍光検出器購入契約とマイクロ波試料分解 １ FAMIC本部の取引業者の中では、一番取引

、装置購入契約については、両方●●が契約相 のある理化学機器メーカーの代理店であり

手方だが、実績を持っているということか。 実績と信頼性がある。

２ 蛍光検出器のメンテナンスはどのように行 ２ 代理店である●●を通して、メーカーが

うのか。 メンテナンスを行っている。

３ マイクロ波試料分解装置のメンテナンスも ３ ●●という外国の会社が行っている。

同様か。

４ マイクロ波試料分解装置では、●●は、自 ４ 入札公告の段階では、メーカー名はわか

社が応札できない仕様だったのに、入札書類 っておらず、対応可能か否かがわからない

を受け取りに来たのか。 状況だった。入札説明書（仕様書）の受領

後にメーカーがわかり、対応不可というこ

とで、正式回答があった。

５ マイクロプレートリーダー購入契約につい ５ 予定価格の算定方法によるが、同額とい

て、予定価格と落札金額が同額ということは うことはあり得る。

あり得るのか。

６ 飲料用自動販売機設置について、収入契約 ６ 今回の収入契約（飲料用自動販売機設置）

というのは、どのような契約か。 の説明となるが、１年間の自動販売機の設

置（土地代）に係る収入契約である。

７ なぜ、契約金額（収入金額）が予定価格よ ７ 今回、契約した業者は、前年度も自動販

り大幅に高額になるのか。 売機を設置した業者であり、撤去費用等が

かからないため、高額で応札できたのでは

ないか。

８ 契約相手方の更新は１年か。 ８ そのとおり。
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９ NAS調達及び接続等業務とプロキシサーバ ９ 仕様上、他の業者でも応札は可能である

・ログ管理システムサーバ等導入及び設定業 が、元々のシステムの導入業者である●●

務について、現在のシステムにリンクさせな が結果的に有利になったのではないかと考

ければいけないため、契約相手方である●● えられる。

の１者応札となったということか。

10 付属の設備となるシステムについて、入札 10 他の業者でも対応可能とのことから、入

をする意味はあるのか。 札とした。結果的に１者応札となった。

11 違法なアクセスに関しての対応はどのよう 11 内閣府にNISCという組織があり、そこの

になっているのか。セキュリティは問題ない 監査を定期的に受けるため、セキュリティ

か。 精度は問題ないと考えている。

議題（２）調達等合理化計画について

ア 令和２年度の調達等合理化計画実施状況の自己評価（案）

イ 令和３年度の調達等合理化計画（案）

１ コロナウイルスは、今回の仕事に関係はあ １ １件、コロナウイルスの影響で入札が不

るか。自己評価に影響を与えたか。 調となったが、それを除けば、大きな影響

は受けていない。

議題（３）令和２年度の公益法人に対する支出に係る点検・見直しについて

ア 契約による支出状況

イ 契約以外の支出状況

１ ●●（公益法人）については、セミナーと １ 部会やセミナーの開催や、月刊誌の発

か講習会に参加等しているのか。 行を行っており、月刊誌の購読をしてい

る。

２ 部会やセミナーの開催は、コロナウイルス ２ 部会等については、概ねリモート開催

の影響はあるか。 となり、影響はある。

議題（４）その他

特になし

以上


